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キーワード：気になる子ども 早期発見 早期支援 
 
１． 研究計画の概要 
経年的な子どもの発達、社会適応、健康状

態、問題行動の発現への影響を踏まえ、科学
的な根拠に基づく「気になる子ども支援プロ
グラム」を開発し、実用化のためのモデルを
提案することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 気になる子どもの特性別に発達の軌跡と
関連要因に関する学術的な知見を得るとと
もに、すでに開発済みの「保育の質の評価指
標」に「気になる子ども支援プログラム」の
内容を反映し、保育園、認定子ども園など、
幼児期の支援機関における気になる子ども
への支援の充実を図った。 

保護者と子育て支援専門職の気になる子
どもの支援に関する実態把握、「気になる子
ども」の社会性の発達軌跡と関連要因に関す
る既存データ追加分析を行った。 

分析対象は全国の 0歳～６歳児と保護者約
33,000 組であり、毎年 3,000 名ずつ平成 11
～21 年の 11 年間パネルコホート研究を継続
したデータである。調査内容は、保育環境、
家庭環境、子どもの発達状態、健康状態、社
会適応、問題行動、家族と子どもの属性など
である。子どもの社会性の発達の軌跡を把握
し「気になる状態｣の統計的な根拠を得るた
め、子どもの特性別に発達の軌跡と関連要因
について分析した。 

具体的には、家庭環境要因（保護者とのか
かわり、友人とのかかわり、社会的なかかわ
り、安全性、制限や罰の回避状況など）、保
育環境要因（保育利用時間、保育開始年齢な
ど）、保護者特性要因（周産期からの保護者
のストレス、健康状態、就労、年齢など）、

子ども特性要因（身体･精神面の健康状態、
気質など）、家族特性要因（家族構成、きょ
うだいなど）、地域サポート要因（子育て支
援の状態、連携など）の把握とともに子ども
の社会性の発達を３つの因子に類型化した
ものにつき妥当性を検証し、今後の海外研究
と比較検討が可能な客観的な評価手法を提
案した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
計画通りに研究を進めており成果を得てい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 開発した評価方法に基づきフィージビリ
ティ向上のためのフィールド調査を行う予
定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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